
 

 

『道路トンネル技術基準(構造編)・同解説 平成 15 年 11 月』によると、大断面区分の※内空縦横比

は概ね 0.57 以上となっている。当初断面では 0.625 で概ね 0.57 以上となっていたが、断面形状変更

後は 0.532となり 0.57 以下となっている。 

 

 

 

福岡市提出資料

内空幅員(SL) ：15,650-(250+1,000)×2=13,150 
内空高     ：9,465-(250+1,000)=8,215 
内空縦横比  ：8,215/13,150=0.625 

内空幅員(SL) ：15,650-(250+1,000)×2=13,150 
内空高     ：8,307-(250+1,000)=7,057 
内空縦横比  ：7,057/13,268=0.532 

 

 
八千代エンジニヤリング提出資料  

 

大成 JV 提出資料  
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参考資料 2：２.5 要因 5：偏平率について

■インバート含んだ内空断面で内空縦横比を考えた場合 
内空幅員(SL) ：15,650-(250+1,000)×2=13,150 
内空高     ：12,597-(250+1,000)-(100+1,200) 

=10,047 
内空縦横比   ：10,047/13,150=0.764 


